天秤 ―Is more Fright? or Love?―
　バーン！！
　爆発する音は、爆弾でも燃える気体でもない。
　町外れの草原地帯入口。草の萌える匂いが風に乗り、鼻に優しく薫る。
　パラパラと降り落ちる灰色の煙と粒に目をパチクリとさせながら、少年達は口をアングリとさせていた。さっきまで確かに目の前にあった拳大の石が粉々に砕け散った様に、驚愕の表情を見せる。
　遊び仲間のその反応に満悦して、少女は得意そうに鼻の下を指で擦った。
「スッゲーー……」
　呆然と、ビルアレイ――男・７歳――が呟いた。
「うん。凄い」
　少し意識をはっきりとさせて、マリア――女・８歳――も呟いた。
「スッゲーじゃん！！ギフトを貰えるなんて！！」
　最期に、リーン――男・８歳――が、興奮気味に叫んでいた。
　仲間の反応に、半ば予想気味だったとは言え、やはり気恥ずかしく、ティプラ――女・７歳――は頭を掻いて
「そんな……」
　と、曖昧に答えた。
　ティプラは、小さなこの港町においては中流な――しかし、大きな商業都市などの目線に合わせると下流に入る――漁師の家庭の一人娘。気さくだが剛直な父・カトスと、厳しいが優しい母・ラファと三人で、沢山の愛を注がれて、それよりも沢山の愛を注ぎ返して、幸せに暮らしている。
「いつなの？いつ、ギフト貰えたの？！」
　リーンの声に我を取り戻したマリアが、ティプラの手をしっかと握りながら、――リーンのそれが伝染ったのか――興奮気味に捲くし立てた。
「多分……今朝……」
　思わぬ勢いに押され、ティプラは少し焦りを見せた。
「起きて朝ごはん食べてたら、何だか急に、こう、フワッとした感覚で……。良くわかんないけど、何か出来そうな気がして……」
　漁に出ない日でも仕事に余念のない父に合わせた早い朝食を終えてから自分の部屋に戻って、試しにお気に入りの猫の縫い包みに意識を集中させてみたら、今の石のように弾け飛んだのだ。まァ、その時はポフッと言う間の抜けた音しかしなかったが。
　直感した。これは、ギフトだと。
　ギフトとは、ある日突然目覚める、まァ、言う所の超能力だ。目覚める時の前触れも、目覚める人々の間柄も、目覚める年齢も、目覚める能力も、あらゆる方面からのアプローチも、結局その関連性を見出せなかった。ただ、ティプラのようにある日突然感じ取り、知らぬ間にその能力を扱えるようになる。それ以外には、何もわからない神様からの贈り物。
「なァ、ティプラ」
　ビルアレイが、少しおずおずとした調子で言った。
「もう、パパとママには言ったの？」
「ううん。まだ」
　小さく左右に首を振り、否定の意を込めて返した。
「教えるのは、明日の明日の明日の……明日！！」
　解かり難い言い方だが、子供達の間では、逆にこう言った廻りくどい言い方の方がよく伝わる。慣れているからだ。指折りに数えたその日は、丁度四日後の事だ。
「どうして言わないの？」
　マリアが不思議そうに尋ねた。
　対し、ティプラは、向日葵のような大きな笑顔でこう答えた。
「ンとね、その日はね、」
　それから少し間を置いて、勿体ぶるようにして笑顔を挟み、
「ママの誕生日なの！！」
　ティプラの答えに、友達三人は納得した。ギフトは、神様からの贈り物。それはつまり、神様から選ばれたと言う事であり――ちょいと選民思想入っているみたく思えるが……――、将来を保証されたような物。自分の子供がギフトに目覚めてくれて、嬉しくない親などいない。少なくても、この世界では。
　リーンもビルアレイもマリアも、まるでそれが自分の誕生日か、ティプラが自分の娘であるかのように喜び、三人が「せーの」でリズムを合わせて、
「頑張ってね！！」
　と言った。
　ミンナの素直な応援が嬉しくって、ティプラも「うん」と元気に返事を返した。その笑顔は、サンサンと昼の空で輝く太陽にも負けない、明るい笑顔だった。 

　悲鳴が響いた。しかしそれは遠くで。
　闇の敷布に覆われた、深い時間の中。そこは本来魔獣と夢魔と月の眷属の時間であり、人は起きてはいけない時間。起きていると、恐い恐い魔物に取って食われるぞと、小さい頃から言い聞かされていた。まァ、今でも充分小さいが。
　だから、ティプラは聞こえない。聞こえた所で、本来聞きたくはない。だが、時に男の声で、時に女の声で、時に子供の声で、時に老人の声で、次々と響く悲鳴は、着実に近くなってきていた。
「ムニャ……もう朝……？」
　悲鳴と共に近付く赤い光が瞼を通して夢の中まで潜り込み、知らず目が醒めていた。
　まだ眠い目を擦りながら、粗末な蒲団を払い除けて起き上がる。
「クプーちゃん……クプーちゃん……」
　まだ半眼にしか開かず、定まらない視界の中で、大好きな熊の縫い包みを探し、緩慢な動きでギュッと抱いた。ティプラの小柄な体より少し小さい程度の熊の縫い包みの抱き心地を、全身で感じ取った。物心付く前から繰り返してきたその動作で、漸く目が醒めた気分になれる。
「……ママ……？……パパは……？」
　家族三人「川」の字になって寝てるはずの両親は欠け、今は一人数字の「１」を象っていたようだ。
　母は、すぐに見付かった。狭い家の玄関先で、神経を凝らしていた。
　ラファはすぐに娘に気が付き、ドアの外に変わらず神経を凝らしながら、娘に近付いた。彼女は言った。
「何でもないのよ」
　と。しかし、その言葉は幼い娘にも勘付かれる程に、ひどく動揺していた。
「パパは、すぐに返ってくるから。ティプラは何の心配もしなくて良いのよ」
　母の言葉を聞きながらも、まだどこか焦点が定まらない脳で考えていた。何かが、変だと。偶に目が醒める時の夜よりも、ずっと明るい。それに、何だか知らないケド、物凄く五月蝿い。フと目を窓を通した外に向けると、黒いはずの空が、赤く焦げ付いていた。
　赤く焦げるその空に、ヌッと姿を見せる影があった。何か？と心で問うよりも早くそれは窓を叩き割り、ガラスと木枠の破片を撒き散らした。
「キャアアアアアァァァァァァァァァァァァ！！！！」
　母子の悲鳴が重なった。割られた窓から、夜の冷めた風と炙られた熱い風が流れ込む。叫声と何かを壊す音がよりハッキリと届き、街の異変を確信へと変えた。
　壊れた窓から更に、一人の男が入り込んで来た。禿げ上がった頭には人相の悪い顔。痩せ細った腕には血の付いた剣呑なハルパー(鎌剣)。人口千五百に満たるか満たないかの小さな街だが、全ての人物を把握しているわけではない。その顔は、記憶にある誰とも一致しない。
　誰かはわからなかったが、少なくても「こんばんは」と挨拶を交わすような状況でも人物でもない事くらいは見れば解かる。
　男は暗がりの中で二人を確認すると、血と脂に塗れたハルパーを振り上げる。愉悦に歪む笑顔が、吐き気がする程気持ち悪かった。
　男がハルパーを振り下ろそうと筋肉に命令を下そうとした瞬間、ダン、と音を響かせて、玄関が開いた。
　ティプラとラファと、不法侵入甚だしい男が驚き目を向けると、筋骨逞しい壮年の男が鉄製の棒を握り立っていた。
「パパ！！」
「！！……貴様！！」
　叫ぶが早いか、男は鉄棒を槍のように構えて取り、その巨体で二人の愛する家族を守る為、相対する男に立ち向かった。
　父カトスの、碌に構えもなっていない一撃は、男の右肩を思い切り打った。本当は心臓を狙ったのだが、元々狙いが正確ではない上、相手も木偶ではない。致命傷にならない、右肩を打つだけに終わったのだ。
　それでも、相手の戦闘力を奪うだけなら充分だった。男は「グギャ？！」と言う爬虫類を連想させる悲鳴を上げると、持っていたハルパーを手放し落とし、打たれた肩口を押さえて苦悶に呷いている。日頃荒波の中で鍛え抜かれた力で打たれたのだ、骨くらい折れたのかもしれない。
「こっちだ！！早く！！」
　カトスは鉄棒を持ったままの右手で娘を担ぎ上げ、余った左手で妻を引っ張って、馴染んだ我が家を後にした。
　明日はマリア姉ちゃんとリーン兄ちゃんビルアレイ君と一緒にママの誕生日の御祝いを如何しようか考えてから、明日の明日にはママの誕生日をお祝いして……。
　今日の夜、寝る前に予定していたプランが、頭の中をグルグルと回る。それを整理したくても、混乱に混乱を重ねたティプラの頭は、それを許してくれなかった。
　今にも一雨やらかしそうな雨雲が夜空を覆い、月とその眷属の姿を包み隠す、不吉な夜の闇。
　泣き出してしまいそうな心境だったが、父の力強い腕に抱かれ、太い首に回した腕にギュッと力を込めれば、辛うじて涙と嗚咽は我慢できた。
「あなた……足が……疲れた……」
　妻の言葉に、カトスは不覚にも今頃、ずっと自分のペースで走っていた事に気が付いた。
「悪い、ラファ。あいつらから逃げる事で精一杯で、気付いてやれなかった」
　心の底から申し訳なさそうに謝り、スピードを少し落とした。
　三人は今、町の外へ向かって走っていた。慣れ親しんだ海と港とは逆の方向だ。港は、見慣れぬ船舶とそれに乗る暴漢達に占領されているらしい。海賊だ。
　漁師仲間や、知り合い達も、散り散りになりながらに逃げ出しているはずだ。カトスにできる事は、彼らの無事を祈る事と、家族をその手で守る事だけだ。「町」その物を守るのは、本国から派遣された騎士と衛視の仕事だ。
　娘には力強く「大丈夫だ。安心していろ」と励ましながら、それでも足を止める事はなかった。
　両隣を家並みに挟まれた裏道に入った。町の喧騒と、炎の色合いが遠退いていくのを確認し、漸く人心地付いた事を確認できたような気がした。カトスは足を休め、ラファと共に壁に凭れ掛かった。
「ここまでこれば……大丈夫だろう……」
　背中を壁に預けながら、踏ん張り利かない両足が折れ、そのままズルズルと腰を落としていく。
「パパ……パパ……」
　ガタガタと震えながら、ティプラは呟いていた。こう言う時頼りにされると、――非常に不謹慎ではあるが――父として、嬉しくも思う。だが、変わらず「大丈夫だよ」と励ますしか講じようの無い自分自身に、腹立たしくもなる。
「お、いたいた」
　突然、裏道の入口から、声が聞えた。ギョッとして、声に視線を向けると、松明の光に照らされて、シルエットが五つ伸びていた。
「絶対逃げてると思ったんだよ。港に船を置いときゃ、外に向かって逃げるってな。町の方は手下どもに任せて正解だったゼ」
　五人の中央に陣取る小太りの小男が、ガッハッハと豪快に野蛮な笑いを飛ばした。黒い海賊服に黒い海賊帽は、どこかで規格統一されているのかと問い尋ねたくなる程、小男が何者かを知らしめてくれる。そんな滑稽さも、右手首から先が、掌の変わりにハルパーに取って代わられると言う事実の剣呑さで、綺麗サッパリ拭き取ってくれる。フック船長ならぬハルパー船長か。
　他の四人は皆、また一様に統制取れた不統一な下っ端海賊ルックな男達だった。手には、それぞれにハルパーを携えている。この海賊団は、ハルパーを標準装備しているようだ。
「でもキャプテン。キャプテンのさっき言ってた通りなら、こんな小汚い連中じゃなくって、もっとこう、いかにもな『貴族令嬢とその召使い』がこう言った所に逃げ込んでいて、召使いはその場で殺して、小娘取っ捕まえて身代金を要求する手筈だったんじゃないですかい？」
　ガン！
　右手のハルパーの腹で手下の鼻面を打ち、海賊船長はこう言った。
「良いんだよ！こう言うのは、結果だけが物を言うんだ！貴族令嬢だろうが小汚い小娘だろうと、金になりゃァ問題無い！！」
「で、でも、キャプテン。こんな年増のオバハン、売ったって大した金にゃァなりやせんゼ……」
　ガン！と、もう一度、同じ所を殴られた。
「馬鹿かオマエは。年イったオバハンなんかにゃ興味はねェ。金になるのは、そっちの方だ」
　言って、左手の人差し指で、ティプラを指差す。ティプラには海賊どもが言っている下卑た会話の意味はわからなかったが、自分に何かの矛先が向いた事だけは理解できた。一層強く父に抱き付き、恐怖に震えた。
「でも、こんなションベン臭いガキ、買い手が見付かるンですか？」
「オマエは、本当に頭悪いな……。金持った連中ほど、歪んだ趣味を持っているんだよ。サディストにマゾヒストだけじゃなく、ロリコンやソドミィも、大概は外面的に富裕な連中ばっかだ。物欲が満たされているモンだから、精神欲が歪んじまうんだよ」
　野蛮な海賊、卑小な外見のわりに、随分と哲学的な奴だ。海賊なんて力ばかりの馬鹿ばかりだと高を括ったのが間違いだったか……。カトスは、自分の浅はかさを呪った。人の集団を纏め上げる人物が馬鹿では纏まる物も纏まらない。本当に、カトスは浅はかだった。
　更に、カトスは浅はかな行為に移った。
　娘を妻に預けると、「逃げろ」と一言だけ告げて、鉄棒を武器に海賊船長に殴り掛かった。格闘術を学んだ事など一度も無かったが、町の酒場では屈強の町の男達相手に何度も大立ち回りをして培った喧嘩の実力に自信があったのだ。こんな小男など、一捻りに……
　できなかった。突き出した鉄棒は、ハルパーで軽く往なされ、次の瞬間には、ズンと重い衝撃を腹部に味わった。
　一歩、二歩と後ろに下がり、妻と娘の手前まで下がった所で、その巨体を支え切れずに、前のめりに倒れた。海賊船長の左掌底の一撃が、腹部に減り込んだのだ。所詮は参ったの一言で終わってしまうような喧嘩の域を出ない戦いにしか身を置いた事の無いカトスでは、荒くれを纏め上げる海賊船長に敵うわけが無いのだ。これは、致命的な判断ミスだ。
「馬鹿か貴様は？貴様如きがこの"鎌の手の"ボドギー様に敵うと思っていたのか？！」
　ベッと唾を吐き棄てて、海賊船長＝ボドギーはせせら笑った。
「チャッチャとそのガキ捕まえろ。他の所も当たって、金目の物と金になりそうな女と遊べそうな女を見繕わにゃァならンのだ」
　ボドギーの命令で、付き添う四人は「ヘイ」と一言返してラファとティプラへと近付いた。
「い、いや。近寄らないで！ティプラには、指一本だって触れさせないんだから！！」
　震える体を精一杯鼓舞して、ラファは海賊達から庇うようにして、娘を体一杯に抱き抱えた。
「邪魔だよ。どけ」
　ガン！！と薄暗い通りに、乾いた音が響いた。先頭に立つ男が、ラファの頬を拳で思い切り殴った音だ。ティプラを抱く腕から一瞬力が抜け、ラファは娘を置いて裏通りを挟む壁にぶつかり、崩れ落ちた。
「ママ！！」
　ティプラは、海賊達から逃げるではなく、母親の身を慮り、その場に駆け寄った。
　体はグッタリとしていたが、意識は保っていた。娘を守ろうとする強い母性の本能が、ラファ自身にも思いも及ばない抵抗力を与えていたのだ。ラファは小さく、「ティプラ……」と呟いていた。
「このガキ！！チョロチョロするな！！」
　子供特有のすばしっこい動きに苛立って、男が歩幅を大きくしようとした時、ガクンとその歩みを止めた。見ると、カトスが男の足首を丸太のような腕で握り付けていた。まだ腹部に強烈な激痛が疼いて止まない為、大した力は入らなかったが、元々の力が強い。僅かな時間だけ足止めするなら、充分な力が入っていた。
　しかし、その力も所詮は僅かな時間稼ぎにしかならない。男は無言でカトスの蟀谷を爪先で蹴り飛ばして、その束縛を解放する。
「パパを苛めるな！！」
　ティプラの可愛らしい怒声が、裏道に響いた。恐怖でガチガチと音を鳴らす歯の根。涙が溢れてクシャクシャになった顔。それでも必死に、ティプラは叫んだ。大好きなパパとママを守るんだ。健気に勇敢を振り絞って、ママの前に仁王立ち、パパを苛める男を睨み付けた。
「ガキが……。いっちょまえに粋がってンじゃ」
　バガン！！
　突然、男の背後で爆発した音。緊張を孕んだ面持ちで、四人が一斉に振り返ると、そこにあったはずの木箱が粉々に砕け、木屑と化していた。
「な……んだ？」
　呆然と、海賊の一人が呟いた。
「まさか……」
　勘の鋭い一人が、恐る恐る、金の種である少女を見遣った。やはり、恐怖を必死に押さえ込む、健気なだけの少女にしか見えない。
「ティ……プラ……？」
　カトスとラファが、同時に呟いた。
「わたしのパパとママを苛めるな！！どっか行っちゃえ！！」
　もう一度叫ぶと、二度目の爆発音が響いた。今度は壁の一部が抉れ、穴を穿った。
「このガキ……」
「ギフト・オーナーか？」
　予想を口にした時、四人の顔に恐怖の色が浮かんだ。ギフトを持つ者は、神に選ばれし者。それだけでどこか逆らい難い、畏怖が付き纏う。それに付けて、目の当たりにした「破壊」のギフト。海賊達が恐れるのも無理も無いのだが……。本来、ギフトは人にとって、直接的な恐怖は無いのだ。何故ならば、
「うろたえるンじゃねェ！！」
　尻込みする部下共に、ボドギーの一喝が飛んだ。
「で、でもキャプテン……あのガキ、ギフト・オーナーなんですぜ？しかも、破壊の力の……」
　唐突に訪れた死と生との境界線を前にして、真っ青になる部下の一言を、ボドギーは「フン」と鼻で笑い飛ばした。
「ギフトなんてモンは、恐ろしいもンじゃねェ。確かに、巨大な岩をドロドロに融かしたり、大陸間を一瞬で渡ったり、見えるはずの無い物を見たりと、傍から見りゃぁ神の恩恵か悪魔の所業にも見えるけどな。ケドあれは、無生物にしか利かないんだよ」
　言って、ギフト・オーナーであるティプラを嘲りを含めて睨み付けた。
「まァ、正確に言えば、自分以外の生物にはその力が極端に落ちるって事だけどな。あの武装国家ディスト＝フォルシォン王宮付きの破壊のギフト・オーナーだって、酒場の一つをぶっ壊してクレーターに出来たって、人間に対してできるのは、精々打撲を与える程度。ギフトってのは、無生物に対してのみその本来の力を発揮できる物なのさ」
　その通りなのだ。ギフトは不思議と、例外無く生命体に対しては、その威力を低下させる。瞬間移動のギフトにしても、自分自身や物ならば五十キロ程度の距離を運べても、人間を含む犬・猫・鼠であろうと、一センチも移動させる事が出来れば大した物。本来の力の半分どころが１％も出せない。「ギフトとは、人を脅かす物ではない。神様はそれを言いたくて、生命に対してその力を発揮できないようにしている」と言うのは、神職に就く者達の言い分だ。
「もしも俺達に骨折でもさせる事が出来りゃァ、このガキは人間じゃねェ。御伽噺に出てくる魔王か魔神か。どっちにしても、国の一つくらい楽勝にぶっ壊せる、常識外れの化け物だぜ！」
　笑いながら、「間接的にならば、攻撃できるけどな」と言う言葉は呑み込んだままにしておいた。人には効果は無くても仮に今、彼等の立つ地面を破壊されたら、そのまま落下してグシャリ、と言う事にはなるのだ。下手な事は口に出来ない。
「ま、どっちにしても、これでこのガキの価値は一気に上がるってモンだぜ！おい、おまえら。いいからこのガキ、さっさと捕まえとけや。乱暴にゃするなよ。大事な商品だ」
　さて、このガキを一体どこに売り払うか……。マニアックな趣味の馬鹿貴族か？時として海賊以上に非人道を貫けるマッドサイエンティストか？それとも……。
　どちらにせよこの後、自分の懐に転がり込んでくる金は結構な量になるはずだ。皮算用をしながら、ボドギーは頬の締まりが悪くなっている事に気が付いた。
「どうした？おまえら。早くしねェか」
　いつまで経っても動こうとしない部下を叱り付けた。しかしやはり、部下達は動こうとしない。互いに顔を見合わせて、「どうする？」「本当に大丈夫か？」と、不安げに先を押し付け合っている。
　ボドギーは呆れ、自分でティプラを拿捕する事にした。あの四人は、あとで縛り首だと追加して。
「やめ……ろ……」
　ヨロ……と、弱々しい体を無理強いして、カトスが辛うじて身を起こした。愛する娘の為、文字通り体を張っている。そんな事は、ボドギーには関係なかったが。
　舌打ちしてカトスに向き直ると、一歩だけ、体格に見合わぬ踏み込みを見せた。
　ゴッ！と音が鳴り、カトスの巨体が宙に浮いた。踏み込みと同時に突き上げたボドギーの右のハルパーの腹が、カトスの顎を打ち上げたのだ。
「パパを苛めるなァァァァァァァァ！！！！！」
　ボンと鳴り、ボドギーの海賊帽が弾け散った。
「フン。どうした？俺を倒そうとしたのか？」
　然して驚いた様子も無く、ボドギーは笑って言った。
「好い加減にしとけよ。俺だって、いつまでも貴様だけに構ってやっている暇は……」
　歩幅を広め、もう好い加減この茶番を終わらせようと思った時、今度はラファが娘を背中から抱き締めて、守ろうとした。
　ボドギーの瞳に、危険な色が灯った。終わらせようと思った茶番を長引かせようとするこの女が気に入らなかった。邪魔だ。殺そう。剣呑な意志を、特に否定するつもりも無く行動に移した。
「貴様、邪魔だ。死ね」
　ウンザリとした溜め息と共に洩らすと、右手を振り上げた。ハルパーの切っ先が、ラファの眉間目掛けて振り下ろされる。
「やめてえええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！！！」
　！！！！！！！！
　音が鳴った。鈍い音だったと思う。重い音だったと思う。響くのでは無く、残る音だったと思う。ただ、それらは文字にして表わせる音ではなかったと言う事だけは確信できる。
　一つの命が消えた。血が飛び散り、ティプラの幼い顔を鮮血で染める。ラファの恐怖に見開いた眼前に、血が舞っていた。
　ボドギーが、弾けて消えた。皮膚を破り、血管が散り、脳漿をぶちまけ、粉々になった内臓が散らばった。
　裏道を彩った惨劇の種は、すでにそれが何であったのか、全く解からなかった。何一つとして原形を留めない程散り散りの塵となっているから、それが元は人であった事を感じさせない無機質感があった。
　血の雨に降られた部下達は、悲鳴を上げるだけの勇気も無く、砕けた腰で地を這いつくばりながら、その場を逃げ出した。一言、「化け物だ……」と残して……。 

　それから、どれだけの時が流れただろう。呆然としたまま、惨劇の場に残された親子は静寂を守っていた。
　ポツリポツリと雨が降り始め、その内、静寂を破る雨に成った。
　ティプラの脳裏に、醜い血の花を咲かせて散ったボドギーの姿が離れず消えない。雨に、体に付いた血は流れ落ちる。トロリとした、奇妙な感触を残して流れ落ちる。
　静寂の時の中で、少しずつ自分を取り戻し始めた。取り戻す毎に、自分の仕出かした所業を理解し始める。そして、自分自身を恐れ始めた。
　辛うじて泣き出さないでいられるのは、まだ自分の所業を完全には理解できていないから。それでも、恐かった。逃げ出したかった。恐怖を拭って欲しかった。
　それを求めて、錆びたロボットのような緩慢な動きで首を動かした。見詰める先にあるのは、まだ呆然とする、最愛の母。
「ママ……」
　泣き笑いにも似た、悲哀の顔で、そう呟いた。
　助けを求めて。優しく抱き締めて欲しくて。
　ラファは……。血に濡れた衣装の娘を見ながら、右へ、左へ。ゆっくりと首を振った。
「化け物……」
　逃げ出した海賊達の言葉が脳裏で反芻され、彼女もそのまま呟きを洩らした。
「化け物……！」
　もう一度、呟いていた。意思に反してと言うよりも、無意識の内に、唇が勝手に動き、声帯を震わしていた。
「化け物おおおぉォォォォォォォォ！！！！」
　呟きが叫びに成った時、ティプラは、雨の音を突き破るように泣き出して、走って逃げ出していた。 

（化け物！）
　恐かった。化け物になった自分が、恐ろしく恐かった。
（化け物！）
　恐かった。母の口から搾り出されたその一言が、酷く恐かった。
（化け物！）
　恐かった。神様からの贈り物が、それを誉めてもらおうと思った物が、心の正常を蝕む程に恐かった。
　どこをどう走ったか解からない。ただ我武者羅に足を動かして、必死に逃げ出していた。何からでもいいから、逃げ出したかった。何処まででもいいから、逃げ出したくて。
　バシャンと音を立てて転んだ。水溜りが水を跳ね上げて、飛沫を飛ばした。拍子に膝を擦り剥いた。流れる血を雨水が洗い流し、代わりに中に染み込み痛みに苛んだ。
「ママ……ママ……」
　自分を「化け物」と呼んだ母を、ティプラは今も求めていた。
　雨水に服が汚れ、体温を奪って逝った。
　このままでも良いや……。ティプラは思った。自分自身が恐くてたまらず、ママには化け物と言われて嫌われて……。昨日までの幸せが嘘のように崩れて壊れてしまった。こんな今なら、無くなった方が良かった。こんな贈り物なら、贈られない方が良かった。
　悲しみに暮れ、ティプラは、もう一度泣いた。慣れ親しんだ町の見知らぬ何処かで。このまま死んでしまうんだなどと、悲観に暮れて、思い切り泣き出した。
「ティプラ！！」
　自分を呼ぶ声がした。涙で赤く腫れた眼をそのまま向けると、激しい雨足の中で、人影が立っていた。
　見慣れたその人影は、父であった。打たれ、蹴られた痕が痛いらしく、苦痛に顔を歪め、それでも必死に笑顔を見せて近付いた。
「パパ……」
　グシャグシャに濡れた顔で、辛うじて紡いだ言葉も、雨の音で上手く聞き取れない。
「ティプラ……こっちにおいで……」
　カトスが、手を差し伸べた。その手に縋ろうとした瞬間、血肉が飛び散る映像が、フラッシュバックして、また縮こまった。
　恐かった。大好きなパパが、あの男のように無くなってしまうのが。
「ティプラ……？」
「来ないで！！」
　ティプラは、声の限りに叫んだ。
「ティプラ？」
　カトスは、もう一度愛娘の名を呼んだ。
「恐いんだモン！！わたし、物凄く恐いんだモン！！」
　必死に叫んだ。何が恐いのか……？沢山恐くて、それが出てこなかった。
「ティプラ……」
　再三に渡り、その名を呼んだ後、
「そっちに行くよ……？」
「来ないでったら！！」
　バァン！！と鳴った。カトスの背中で。何かが、砕け散った音。それが何なのかは、確認していないからわからなかった。
「何で……行ったら駄目なんだい……？」
　カトスが、優しく諭すようにして言った。
「恐いんだモン！！」
　もう一度、そう言った。端的すぎて、非常に解かり難い回答だ。だが、その後で、漸く整理のついた言葉が出てきた。一体、自分が何を一番に恐がっているのか。
「わたしが恐いんだモン！！オバケみたいな悪者になっちゃうわたしが恐いんだモン！！ママを恐がらせちゃうわたしが恐いんだモン！！パパを恐がらせちゃうわたしが恐いんだモン！！！！！！」
「馬鹿野郎！！」
　泣き叫ぶティプラの声よりも更に大きな声で、カトスがそう罵倒した。
　思いもかけない父の言葉に、「ヒッ！」と小さく悲鳴を上げて、ティプラは更に縮こまった。
「オマエは、パパを何だと思っているんだ？！」
　カトスは、そこに立ち止まったまま、震える声でそう言った。
「だって……パパだって、恐がっているんでしょ？今、物凄く恐いんでしょ？だって、震えてるもん……」
「だから、馬鹿野郎だって言ったんだ！」
　カトスの機微を敏感に感じ取ったティプラに、カトスはもう一度「馬鹿」と言った。
「パパが、ティプラを恐がっているだって？……ああ、勿論恐いさ。突然、魔王みたいな恐ろしい力を使ったんだ。恐くないわけがない。物凄く恐かったさ」
　カトスは、自分の気持ちを正直に伝えた。いつ如何なる時でも嘘をつかない。自分の信念を曲げない、融通の利かない頑固な父の言葉に、ティプラが更に大きな声で泣き出そうとした時。
「でもな！！」
　一言、逆説の言葉だけを力強く、誰にも負けない程に力強く叫び出した。
「それ以上に、ティプラの事を愛している。恐くたって、そんな事は関係無いって言えるくらいに、ティプラの事を愛している。ティプラがティプラを恐くたって、パパはオマエを愛している！！」
　これも……カトスの真実の言葉。嘘をつかずに実直に、ただ自分の思っている事だけを口にする、不器用な父の言葉に……やっぱり、ティプラは涙を流していた。
「……本当……？」
「ああ。本当だ。ティプラは、パパを何だと思っているんだい？」
　解からず、ティプラは静かに見詰め返した。
　ソッと、もう一度手を差し伸べて、カトスは見掛けに似合わぬ優しさに満ちた笑顔でこう言った。
「ティプラの、パパじゃないか」
　ティプラは、泣きながら父の手に縋った。
　雨に打たれて冷たくなった父の無骨な掌が、温かく、柔らかかった。抱き締めてくれた父の抱擁は、ギフトなんかよりもずっと嬉しかった。
　一通り泣き通して、落ち着きを取り戻してから、ティプラはこう問うた。
「パパは……ティプラの事が恐くっても、ティプラの事を愛してくれているのよね？」
「当たり前だろ」
　欠片の照れも無く、自信に満ちた一言で返した。
「じゃァ……ママは、わたしの事を、嫌いになったの？」
　そう思うと……悲しくなって、また泣き出しそうだった。
　カトスは、ティプラを抱擁から解放して自分の足で立たせると、その瞳を真っ直ぐに見詰めて言った。
「そんなわけ無いだろう？」
　カトスの真摯な瞳に、一点の曇りも無い。
「ママは、パパ以上にティプラの事を愛しているさ」
「じゃぁ、どうして……」
　泣き出そうとする子供の顔は、全国共通だろう。イヤイヤするように首を振ると、ティプラはそんな表情を見せていた。
「ママはね、ティプラの事を愛している。パパもティプラの事を愛しているけど、きっと、その深さはパパ以上さ」
　カトスはもう一度、そうやって念を押した。
「でもね、ママはパパよりも、臆病だったんだ。大好きだったけど、恐さに負けちゃった。……突然の事で、整理がついていなかっただけ。きっと今頃……後悔してるよ。『ティプラに酷い事を言っちゃった』って。『ティプラに謝りたい』って」
　ティプラの瞳を覗き込むと、その瞳の奥に、喜びに似た、でも何処か、後悔にも似た光が灯っていた。
「……本当なの……？」
「当たり前だろ。ティプラは、ママを何だと思っているんだい？」
　瞳を覗き込んだまま、カトスは沈黙を守った。ティプラが、こう言うまで。
「……ママは……ティプラのママなのよね……？」
「正解だ」
　ニカッと笑い、娘の濡れた髪をグシャグシャと混ぜっ返した。
　答えた後、瞳の奥に灯った光に、後悔の色が濃くなった。
「……パパ……」
「何だい？」
「……ママの所に連れて行って……。ママに……謝りたいの……。恐がらせちゃって、御免なさいって…」
「御安い御用さ！」
　言うが早いか、カトスはティプラを肩に担ぎ上げ、ラファの元へと急いで向かった。打ち身が痛いなどと泣き言は、言っている暇も無い。 

　町に喧騒が響く。昨夜の雨は嘘のように去り行き、日の光が水溜まりから返って眩しく踊る。
　あれからカトスは、悲しみに暮れるラファの元へと、ティプラを連れ立ち戻って行った。
　結局ラファがティプラに対してどういう反応を取ったかと言うと……。
　チラリと視線を脇に寄せる。毛布に包まり、猫の親子のように寄り添う二人を見れば、何も語る必要はあるまい。ラファは弱くても、母は強かったと言う所だ。
　海賊どもはキャプテンの死を知るなり波が引くように退却を始めたらしい。しかし、退路を巡回中の海軍に断たれ、物の見事に沈められ、生きて残った連中は、敢え無く残らず御用となった。
　身近の仲間達には、恐ろしい程の偶然で、死者は出なかったものの、負傷者は多く出ており、危うく峠を転げ落ちそうだった奴もいた――まァ、今は絶対安静ながら、死ぬ心配は無いようだ――。しかし、見知らぬ所では少なからず死者や行方不明者も出ており、破壊され焼かれた町並みを元に戻すのは至難の業となるであろう。
　町並みの復興。負傷者の手当。破壊された漁船の修復。何より、魔神クラスの破壊力を有するティプラのギフトの取り扱い。頭を悩ます種は、暫らく尽きそうにも無かったが……
「ティプラ……」
「……ママ……」
　ラファの寝言に答えるようにして、ティプラも寝言で返していた。
　娘と妻の髪の毛を順に掻き上げてやりながら、カトスも町の再建にもう一踏ん張りの努力をするかと、重い腰を上げた。
　今は、家族の無事と、愛の絆の深さに酔い痴れようじゃァないか。 

　この作品で何が言いたいか、何が書きたいか。それを今、言葉で書くと白々しくなるから心に仕舞っておきましょう。ただ、お客様がこの作品から感じ取ってくれた事を、どうか大事にして欲しい。そう思っています。
　て言うか、本音を言うと、「書きたい事が本当に書けているのか？」「言いたい事が伝わるのか？」てェのに自信が無いから書かないだけですケドね。ああそうさ。どうせオレは駄目人間さ。ケッ（やさぐれてみたりみなかったり）。

